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１．研究計画の概要 
(1) 先進国から発展途上国への援助フロー
に関するプロジェクト・レベルのデータを整
理し、国別配分および分野別配分を調査する。 
 
(2) 援助とその成果を分析するための理論
モデルを開発し、望ましい援助の国別配分お
よび分野別配分を導出する。 
 
(3) 援助のデータから得られた現実の配分
やドナーの援助政策について、理論モデルに
基づいて評価する。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 平成 19 年度は、援助プロジェクトのデ
ータを収集し、分野ごとに集計した後、各分
野において援助が必要度に応じて行われて
いるかどうかという点から評価した。具体的
には、ミレニアム開発目標と関連が深い分野
を中心に、その分野の必要度を表す指標を開
発し、その指標と援助の被援助国間配分が相
関しているかどうかを計量経済学的手法を
用いて推定した。食糧援助、HIV/AIDS対策、
感染症対策などの分野で過半数のドナーが
分野別の指標で測った援助の必要性が高い
国を選択的に援助していることが明らかと
なった。 
 
(2) 平成 20 年度においては前年度に集計し
た分野別データを用いて、分野間の配分がそ
の国の優先順位と一致しているかを調査し
た。得られた結論は、前年度に行った分野別
の被援助国間配分の結果と異なり、分野間配
分については効率的に行われているという
証拠はほとんど得られなかった。また、汚職

および政府の質の指標が下位 10％の被援助
国において、援助が必要な分野でより少なく、
不必要な分野でより多く配分されていると
いう結果が得られた。 
 
(3) 平成 21 年度は前年度までに行ったデー
タ分析の結果に理論的な根拠を与えるため
のモデルの開発に取り組んだ。具体的には、
公共資本を考慮した内生的成長モデルに援
助を導入することで、成長を促すインフラ投
資と成長にはつながらないが絶対的貧困ラ
イン以下の国民が存在する場合に必要とな
る貧困層支援の望ましい配分について理論
的に分析した。モデルからは、援助の有効性
は成長率に大きく依存するため、必ずしもイ
ンフラ投資の規模に応じて援助の有効性が
高まるとは限らないことが明らかとなった。
また、政府の効率性が高いほど援助の有効性
は高まるが、その効果は必ずしも大きくない
こと、および現実の援助ではインフラへの配
分が極端に少なく非効率になっていること
が明らかとなった。 
 
３．現在までの達成度 
おおむね順調に進展している。 
(理由) 
データの収集および理論モデルの開発につ
いては順調に進展しているが、国内・海外で
の研究報告など研究成果の発表については
やや回数が少なかった。 
 
４．今後の研究の推進方策 
引き続き理論モデルの開発を進め、これまで
の成果については国内・海外での研究成果報
告および論文の投稿を進める。 
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